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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘 ……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱

……手に手つないで

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．退会会員挨拶……小林　雅紀 会員

	 ９．�スペシャルオリンピックス日本（SON）

愛知へ協力金贈呈

	 10．幹事報告

	 11．出席報告

	 12．委員会報告

	 13．ニコニコボックス報告

	 14．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 （４／６）……花見例会（親睦活動委員会）

		 　　　　　　 12：30～十朋亭（亀城公園内）

	 （４／13）……新入会員アワー　糟谷　哲生 会員

〃 　女鹿　晋輔 会員

　13：00	 15．本日のプログラム

	 　卓話　「来年10年目を迎える SON愛知の

活動の現状と刈谷RCへの感謝」

	 　講師　スペシャルオリンピックス日本（SON）愛知

	 	 副会長　窪
くぼ

田
た

　将
まさ

文
ふみ

様

（紹介者　加藤　真治 会員）

	 16．謝　辞

	 17．点　鐘……〈会　長〉

	 18．閉会宣言

　13：30	 19．散　会

ゲ ス ト

スペシャルオリンピックス日本（SON）愛知

事務局長　岡本　寛子 様

出 席

会員総数　95名　　出席免除　22名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　88名

欠席　12名　　出席率 86.36％

前々回（３／９）の出席率 100％

会 長 報 告

１）３月15日の55周年記念例会では、はるばる長島

温泉まで多くの方々にお運びいただき、誠にあ

りがとうございました。神谷光義委員長さん以下、

実行委員の皆様のおかげで、会員同士の絆をより

強固にする楽しい集いを催すことができました。

ありがとうございました。

２）55周年記念ゴルフ会で、鈴木辰男会員が見事に

優勝されました。おめでとうございます。

３）３月10日、国際交流協会の理事会があり、出席

して参りました。

４）３月25日、刈谷市社会福祉協議会の理事会が開

催され、出席して参りました。

５）３月27日、刈谷市観光協会の理事会が開催され、

出席して参りました。

６）本日、スペシャルオリンピックス日本（SON）

愛知へ協力金を贈呈します。
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　血液型は、赤血球の表面にある抗原によって決まりま

す。血清学的方法によって、多くの型に分けることがで

きます。

　ABO型以外にも、赤血球型で11種、血清型で16種、

酵素型で12種、そして白血球型で４種、さらにそれぞれ

のサブタイプが存在しますので、すべて一致する確立は

943億分の１となります。ですから、世界中で自分とまっ

たく同じ血液型の人はいないと考えられます。

　白血球にも血液型があり、主にA・B・C・D（DR・

DQ・DP）座抗原が知られています。それらが、HLA

と呼ばれているものです。

　HLAは自己非自己の認識に関与し、特に骨髄移植の

時に、組織適合性を調べるのに利用されています。臓器

移植で、ドナー（提供者）とレシピエント（被移植者）

の組織が適合する確立は４万分の１になるわけです。

　HLAは、現代医療では非常に重要な意味を持ってい

ます。

　皆様で協力しようではありませんか。

退 会 会 員 挨 拶

卓 話

「来年10年目を迎える SON愛知の

活動の現状と刈谷RCへの感謝」

スペシャルオリンピックス日本（SON）愛知

副会長　窪田　将文様

　平素はひとかたならぬご支援を賜り、

心よりお礼申し上げます。

　スペシャルオリンピックス日本

（SON）愛知は、設立９年目を迎えま

した。来年はいよいよ10周年の節目を

迎えることとなります。

　設立にあたり、刈谷ロータリークラブの皆様には大変

お世話になり、また毎年協力金をいただいております。

豊田自動織機さん、デンソーさん、カリツーさんほか10

社以上の法人、また個人の方々からも、賛助会員として

７）今月末をもって、明治安田生命の小林雅紀会員

と日本生命の小林裕幸会員が転勤のため退会され

ますので、最後のご挨拶をしていただきます。よ

ろしくお願いいたします。なお、小林裕幸会員は

本日ご都合がつかず、ご挨拶状を頂戴しています

ので、私の方で代読させていただきます。お二人

の新天地でのますますのご活躍を祈念いたします。

幹 事 報 告

１）本日例会終了後、第10回理事会を行いますので、

関係の皆様はよろしくお願いいたします。

２）本日新入会員の会員名簿の追加分をメールボッ

クスに入れさせていただきました。各自ご自分の

名簿の余白にお貼り下さいますよう、よろしくお

願いいたします。

３）４月のロータリーレートは98円になります。今

月のレート90円で処理するためには、本日30日中

に入金しなければいけませんので、財団へのご寄

付をお考えの方は、本日中にお支払い下さいます

よう、よろしくお願いいたします。

４）３月９日の例会にビジターで出席された、福井

県あじさいRCの古市恭也会員よりバナーが届き

ましたので、お回しいたします。

５）地区より「ロータリー研究会」開催の案内が来

ております。これは地区で初めての試みで、自発

的な参加希望者を募り情報収集や意見交換を行な

い、ロータリーの今後の成長に生かしたいとの趣

旨のようです。詳細はレターケースに入れておき

ましたので、ご覧下さい。ただし、参加を希望さ

れる方は、締切が３月末ですので、明日31日中に

事務局へご連絡下さるようよろしくお願いいたし

ます。

６）最後に次週４月６日は花見例会です。ただしこ

の調子だと桜はほとんど散ってしまいそうで、ど

うやら新緑を見る会になりそうですが、先日の55

周年記念例会に続いて、会員同士の絆をさらに深

める良い機会になるかと思いますので、多数の方

のご出席をよろしくお願いいたします。

会 長 あ い さ つ

血 液 型 塚本　幸夫

　血液型による性格診断なるものが流

行しています。

　あれは、なんら科学的根拠の無い

ものですが、A型は（長所）真面目、

几帳面（短所）神経質、B型は前向き、

ずぼら、O型はおおらか、おおざっぱ、

AB型は冷静、変わり者など。

　それでも自分のことを考えてみますと、結構当たって

いるように思われます。

小林　雅紀 会員
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支援をいただいております。こうして活動ができるのも、

皆様のご支援があるからこそと感謝申し上げます。

　サッカー・陸上・水泳の３種目で始まったプログラム	

も、現在は夏季競技が12種目、冬季競技が４種目と、大

変活発な活動になりました。プログラムの拡大に伴い、

アスリートの参加人数も30人から200人となりました。

活動地域も刈谷、半田、豊田、西尾、安城、名古屋と増

えてきています。サッカーと陸上においても、なるべく

身近でプログラムができることを目標に、従来の刈谷地

区に加え名古屋地区でも開催しています。

　一方、日本の状況に目を向けますと、今や準備会を含

め、組織が立ち上がっていない県は無くなりました。現

SONの細川佳代子名誉会長が目標にしていた、すべて

の地域に作ることが現実のものとなってきました。また、

組織の拡充に伴い、日本の組織も7ブロックに分けてブ

ロック毎に活動するようになりました。

　特に力を入れているのが、ブロック毎に開催される競

技会です。昨年は、愛知が先頭バッターとなり、第１回

東海・北信越ブロックボウリング競技会を星ヶ丘ボウル

で開催しました。新潟・長野・富山・石川・静岡・三重

のアスリート約110人、ボランティア、スタッフ250人が

参加して楽しく盛大に行われました。このような大きな

大会は SON愛知にとって初めてでしたが、皆様のご支

援・ご協力のもと無事に終えることができました。その

折には、多大なご協力をいただきありがとうございまし

た。

　今後の活動についてですが、組織力はまだまだ弱く、

「人・物・金」いずれも満足のいく状態ではありません。

特に、ボランティアの確保とリーダーの養成が急務で

あります。いろいろなところにお願いをしておりますが、

アスリートの増加に対応できていない状況です。

　次に SON愛知の目標としては、活動地域の拡大があ

ります。今年は、水泳を名古屋地区でも開催しますが、

他地域でもいろいろな種目が開催できるようにし、アス

リートがなるべく近くの会場でスポーツを楽しめる環境

を作っていきたいと思います。

　同時に、スポーツを通して、アスリートの自立を助け、

また多くの人にこの活動に参加していただき、アスリー

トのことを理解いただくことによって、一人一人の個人

が、自然にあるがままに受け入れられ、認められるよう

な社会になることを願っています。

　最後に、この活動を支えていくには原資が必要であり

ます。厳しい社会環境ではありますが、今後とも引き続

きご支援を賜りたく、心からお願い申し上げる次第です。

第 1 0回理事会

Ⅰ　会長挨拶� 〈会　長〉

Ⅱ　議　　題

１．４・５月のプログラム（案）について

� 〈クラブ奉仕委員長〉

� 〈プログラム委員長〉

２．新入会員について� 〈幹　事〉

３．職業表彰について� 〈職業奉仕委員長〉

４．その他


